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働きながら子育てをする家庭にとって、いつの時代も頼
りになるのはおじいちゃん、おばあちゃんです。

お孫さんのお世話をしている方や保育園や幼稚園、小学
校に通うお孫さんをみている方、たまに遊びにきてくれる
お孫さんと過ごす方や、これから初孫が産まれるという方
もおられることでしょう。

そんな祖父母世代の方からよく聞かれるのは「今の子育
てって昔とどう違うの？」「余計なことをして嫌がられな
い？」「孫とどう接したらいいかわからない」などのお声です。

子育ての主役はもちろんお父さんとお母さんですが、不
安な時、迷った時、困った時に温かい笑顔でそっと見守っ
てくれる「おじいちゃん」「おばあちゃん」がいてくれたら
いいですね。

市では祖父母世代に向けて毎年「いきいき孫育て講座(全
３回)」を開講し、子育てを応援しています。全３回の連続講
座ですが、１回の受講も可能です。同じ孫育て世代の方とも
交流できる良い機会にもなりますので、ぜひご参加ください。

いきいき孫育て講座(全３回)

●日時

① 9 月25日(月)　②10月23日(月)
③11月27日(月)　各回 10時～ 11時15分
※１回でも受講可、各回先着30人（要予約）

●場所　市役所水口庁舎３階　会議室301Ａ

●内容　  
　①「じぃーじ、ばぁーば、孫育ての極意」  
　②「乳幼児期の孫とのかかわり  
 ～じぃーじ、ばぁーばといっしょ、嬉しいな～」

　③「学童期の孫とのかかわり  
 ～続・ウチの孫からウチら
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の孫へ～」

「いきいき孫育て」

57回

保育幼稚園課 指導振興係

TEL 69-2181 FAX 69-2298

問合せ

申込み

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合消防本部 予防課
TEL 63-7932　 FAX 63-7940

組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

９月９日は救急の日です

　救急の日は、「９（きゅう）９（きゅう）」の語呂合わせから、救急医
療関係者の意識を高めるとともに、救急医療や救急業務に対する国
民の正しい理解と認識を深めることを目的として、昭和57年に厚生省

（現厚生労働省）により定められました。
　そして、「救急の日」を含む１週間を「救急医療週間」として、全国
の医療機関などで応急手当の講習会を中心とした救急に関するさま
ざまな行事が実施されます。
　皆さんもこの機会に、応急手当の知識と技術を身に付け、救急隊
や医療関係者と同じように、命を守るチームの一員になりましょう。
　救命講習の受講に関する詳細については、お近くの消防署までお
問い合わせください。

◎応急手当とは

　病気やけがなどに襲われたとき、救急車が到着するまでの間、そ
ばに居合わせた人が速やかに行う心肺蘇生などの手当のことです。

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

秋の全国交通安全運動

　秋の全国交通安全運動が９月21日（木）から30日

（土）までの10日間実施されます。　

　期間中の23日（土・祝）にイオンタウン湖南内「ここ

ぴあ」前で交通安全広場を開催します。子ども運転免

許証、反射材体験、白バイとの記念撮影のほか、～魅

力的な声の重なり～をコンセプトに結成されたボーカ

ルチーム「アンリミテッドトーン」のライブコンサートも

行います。

　素晴らしい歌声を聞いて、交通安全に大切な「優し

い心」になっていただける交通安全広場に、皆さんお誘

い合わせの上、ご参加ください。

市内における交通（人身）事故発生状況

本年 前年 増減数 ７月中

発生件数 156 件 153 件 3件 27件

死者数 2人 6人 ー4人 1人

負傷者数 185 人 174 人 11 人 35 人

（平成29年７月末現在）

火災 救急 救助 その他

甲賀市 32件 2132 件 43 件 129 件

前年比 ー7件 122 件 ー2 件 3件

（平成29年7月末現在）

問合せ
エコラブゴミ拾い@こうか

（わくわくするこうか）
Facebook：https://www.facebook.com/groups/0909koka/

▲案内看板をそうじする赤忍者

▲トリックアートや床もきれいに
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階段の手すりを
　拭く子ども
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▲忍者のトリックアートをみんなでから拭き
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